












：わたしは別の部署で仕事をしていましたので、開設前は直接にはほとんど関わらなかったのですが、人文学科が学生募集をするということ 、一九八八年二月に行われた学園生の推薦入試のお手伝いをしまし 。私と浅田（實）先生とで面接 した覚えがあります。また、人文学科 新設とともに、学科教員のまとめ役として「学科長」よりも「コーディネーター」という名称がよいということが、私も出席した教授会で決まったことを覚えています。その後、長らく浅田先生が人文学科のコーディネーターとしてご苦労されることとなりました　
新学科の設立には文部省（当時）への申請が必要なわけですから、この時点で四年間のカリキュラムは基本的には
できているわけですね。ただ実際には、四年を経 はじめて完成するのですから、毎年新 い先生が赴任されてこられ、完成時には本当に重厚な学科の陣容だと誇らしさも覚えたもので 。
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――大学や先生方はどういった想いで人文学科の創設にご尽力なさったのでしょうか。石神
：わたし自身はメンバーではなかったのですが、まず準備委員会というものがつくられ、そこで様々なことを取り決めたと聞いています。そして、文部省に設置認可申請というものをするわけです。その設立趣旨の文言に「現代は総じて人間が断片と化し、物化されてきている時代 ある。今ここに要請されている緊要事は、人間性 奪回であり、新しい意味での人間復興でなければならない」と、一言で言えば人間主義ということ ね。この 主義に基づいた学科とし 文学科が開設された。こうした趣旨のもとに取り組んだといってよいと思います
――開設の背景についてお聞かせください。石神
：創価大学の将来構想 、創立者 どのようなことを期待されていたのかという ととかかわりますが、創立者のご構想の中にはいわば人文学科の内容に相当するものが色濃くあった 思います。た えば、生命哲学の上に立脚する人間史観 確立、シルクロードや邪馬台国の研究なども含まれていまし 。これらは人文学科 とくにあ はまる内容ではないかと思います。
　　　
それで英文学科と社会学科とで出発した文学部でしたが、新しい学科をつくるということになり、当初は哲学科と





も深くあるわけですし、人間というものを中心に学問を再構築していくという意義があるといってよいでしょう。一つの学科に相反する方向の二つの学問があるというのは言い過ぎかもしれませんが、だからこそ実際に非常に総合的な学びをおこなえ ということがあげられます。いわば、理念は実証を求め、実証は理念を求め もよいかもしれません。じつ 、学科の中でも、もっと早くから専門に徹するのがよいという議論もあったのです。しかし、本来の設立趣旨からいっても、こ 試みは正 かっ わたしは思っています。また 人文学科の教員同士も互いに尊敬しあい、助け合おうという気風がありました。
――一九八八年に一期生を迎えましたが、そのとき（第一八回入学式）の思い出は。石神：創立者は、入学式のご講演の冒頭で「人文学科 開設は、創立時からの念願であった その実現をみて創立者とし
て私は、まことにうれしい」と述べられました。その創立者の言葉を耳 して、何か新しい時がやって来たのだと、晴れやかな気持ちになったことをあらためて思い出します。つづいて講演の中で「いうまでもなく人間学の源流は、古典研究、並びに人間性の探求すなわち人間を徹底 て見つめ どこまでも真理を追求しようと る、おう盛な知的作業にあった」として、こうした精神がルネサンス 流 なったという話をされました。
　　　
ここで用いられている「人間」 「真理」という二つの言葉は、大きなキーワードではないでしょうか。 「人間」の理
解と「真理」の探究によって、新しいルネサンスを築こうといわれたのだ 思 ます。そ 「その意味にお て、
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この人文学科の存在は、 『人間教育の最高学府』を目指す我が創価大学にあって、時とともにいやまして重大な役割を果たしてゆくにちがいない。私はそのことを深く確信しております」という、非常に重大なお言葉をいただきました。わたし自身も、この創立者のお言葉に胸が高まったものです。
――教員として一期生とどのように関わられましたか。石神
：まずクラス担任をしました。九〇名ほどの人文学科でしたから、二つのクラスにわけまして一クラスが浅田先生、二クラスが私。最初にまず学生をよく知ろうと うことで、約二 月間にわたって、じっくり懇談をした覚えがあります。今でも当時の名簿を見ますと、その時のこ がよみがえってきます。 年間は同じクラスですから、いろいろな学生の相談に のりました。完成時までの四年間は一期生が一番上でしたから、何をするにしても四年間は一期生とともに歩んだという気持ちがあります。
――一期生が人文学科を志望した理由は。石神




積極的でした。創大祭への企画を組んだり、勉強会を開いたり、またスポーツ大会をもったりしました。意識も高く、本当に生き生きしていましたね。一つ例をあげますと、大学祭に人文一期生が「世界の学舎（まなびや） 」というテーマの展示をしました。ふつうは世界の大学の写真を貼り、熱心に説明をしてもあまり見に来てくれる人はありません。そこで一期生の人たちがどう折り合いをつけたものか、会期中にとつぜん戸田先生の時習 館の立派な模型を借りてきたのです。ところがこれ 大きくてドアから展示の教室へ入れるこ ができず、やむなく廊下の入り口脇においたのです しかしこれが結果的に多く 人たちの目を引き、中へ 呼びこんだの す。そして んと、展示部門で優勝し 。
――学生との面談の中で特に思い出に残っていることはありますか。石神
：一年次は、高校時代の延長線として学問を考える学生が多いと思います。人文 科で「歴史」と「哲学」どちらに興味があるかと問うと、やはり「歴史」と答える学 多かったですね。哲学というのはどうもイメージし くい。なんとか哲学にも関心をもってほ いな 思いまして、説明をするのに 分時間 られましたね。ただ、私が担当した『人文学概論』という科目 は、わ しなりにじっくり人文学の楽しみといっ も を話すことができ またわた が哲学が専門だからということかも れませんが 次第 哲学にも関心をもつ学生 増えてきたように思す。





事項でした。そこで一九八八年九月三〇日に第一回目の学科研修旅行を教員、学生全員でおこなうことになりました。場所は大学のもっている箱根研修所でした。周りには何もないところですから教員が講義をもち、学生同士も議論をしたり、懇親を深めることができたと思います このときの思い出 して今でも忘れられないことは 度重なる創立者からの激励です。電話で、もうそれは教員や学生の とを気にかけて何度も何度 聞いてこられました。創立者は「学生を大事にしなさい」と折に触れて仰っていますが、まさにその言葉を体現されていたお姿には感動しました。
――学生たちとの思い出はありますか。石神
：一期生が二年生になってからでしたが、学生から「創価大学で学ぶべき学問 もっとしたい」という声を聞くようになりました。おそらく「今学んでいることと、学びたいことに少しズレがある」 いう感覚があったのだと思 ます。具体的に聞きますと、創立者の書籍を深く学びたいとい 要望がありました。また二年生になると哲学に目覚めてくる学生も増えて したが、し し哲学に関 る書籍を学びたいがどれから手を着ければよい かわからないということで、学生向けの勉強会をもってくれないかと。トインビー対談のドイツ語版を一緒 読んだこともありました。特に御書を びたいという意見も強く、 『立正安国論』の勉強会は半年ほ 続いたと思い す。
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――『人文論集』の創刊についてお聞かせください。石神








ための機関紙として作られ ため、教員はあまり編集に関わらないことを原則としたの すが、最初だけは自己紹介もかねて、勉強の方法な について各先生方にお願いを 書いてい だきました。私も「人文学を考える」 題まして力を入れて書きま た。数年後から学 の卒論のよいものを紹介するという「卒論特集」として固定化していきましたが、それはそれで卒論重視 人文学科にとって学生のため なったと思います。現代は出版 形も以前とは異なってきましたが、とにかく文学部は様々な意見や情報をさまざまに発信し って欲しいですね。人文にはさまざまな能力に恵 れている人が多いのにも驚きます。





本史）の各先生が来られました。また四年次 は坂井孝一先生（日本史）が来られ、学科 してもずいぶん充実してきました。わたし自身、先生方との話の中で学んだことも多くあります。三年次にはゼミが始まりますが、ゼミは一二つくられまし 。
――シルクロード調査隊とはどのような組織だったのでしょう。石神
：考古学の第一人者である加藤九祚 を中心に「シルクロード調査隊」が一九八九年 創価大学で結成されました。とくにウズベキスタンの仏教遺跡であるダルヴェルジン・テパ遺跡の発掘 力を入れられ、いくつかの大きな発見もあったと聞いています。そ 後、教育学部の小山満教授を団長とした日ウ共同調査隊に引き継がれたということです。加藤先生は第一回の人文学会の講演をさ たのですが、これ 機に人文 会として年二回、歴史と哲学を一回ずつ春と秋に講演会を開くことが通例になりました。
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――人文の第一期生は一九九二年の三月に卒業したわけですが、なにか想い出はあるでしょうか。石神
：やはり一期生の卒業ということで、思いは格別なものがありました。進路もさまざまでした。人文学科生は美術や音楽に関心をもつ人も多く、卒業してもその道を進みたいと思う人がかなりいます。ただ就職となると、容易で ありません。人文学科の学生は学芸員の資格を取り、毎年三～四名は資格を生かした就職をしましたが、やはりしっかりした研究する力や経験も必要です。本当は、本学に芸術関係の大学院があるとよいので が、なかなか簡単ではありません。先日研究室へ訪ねてこられた人文一期生の方（私のゼミ出身） 、ずいぶん苦労されて他大の大学院を出られ、アメリカの美術館での研修を経て、昨年からエジプトの博物館教育 アドバイザーとして日本とエジプトのギザとの間を行き来しているといっていました。一期生も今はもう四〇代の後半ですから、各分野で活躍 れている方も多くいます。
　　　
一期生はとくに個性が強い人が多かったかもしれません。またパイオニア精神があったように思います。ただ卒業




：そうですね。これまでの経験がそれぞれ違うわけですから。ただ、 生に対する愛情といいます 、熱意はど 教員も強いものをもっておられましたね。他大学を定年退職でこちらへこられたベテランの先生方と わたしなども入
























へ直接行って話をききました。学生の求めるものも変わってきているとのことで、とくに文学部では改組が必要だといわれる大学が多かったですね。また私たちも学生にアンケートを取ってみて、入学してから専攻を選べるメリットは大きいという回答が多くあり それまでの 科制では高校時代にすでに専攻を決めなければならないのに比べ、二年次の後半になって ら選択できるということで、その間 じっくり本来の自由な学びができるというところに賛同者が多かったということです。
　　　
ということで、一学科制（七専修）の方向が固まったわけです。名称は教授会でも色々な案がでましたけれど、最
終的に「人間学科」に決まりました。じつは学部名も「人間学部」に変更する案もありましたが、学外からの反応として、何を学んでいるのか か にくいという点が指摘され、結局学部名はこれまで通り文学部 いく と たのです。わたしは 部長をして ましたので、創立者のいわれ 第一 の精神を大事にしたいという思いからこうした経緯はなるべく文学部 学生に伝えて改組の目的を共有した と思い、ほぼ毎月学部協議会を開 て交流しましたし、学生の意見や要望も教授会で報告もしました。
　　　
また、あえて人文学科との関連でいえば、新しい人間学科の目的・理念はほぼそのまま人文学科の設立趣旨と結び
ついているのだと思うのです。数年前にメジャー制度になり、そ 意味では、 文」という呼称はなくなってしまいましたが、じつはもっと大きな形で、人間学科へと引き継がれ ると うことができる 思っています。
　　　
こうして決まった人間学科のスタートである二〇〇七年の入学式に、ありがたいことに創立者から人間学科三指針
を贈って ただきました。特に第一 「生命の尊厳の探究者た 」は非常に意義 深いものであると思っています。
――石神先生はヒューマニズムという言葉を大切にされてきましたが、本学において「人間主義」とはどのような意味を
もつとお考えですか。








に、 「ヒューマニズム」 （この言葉は一九世紀はじめに作られたと われ す）があるとみられます。古典の中にそしたものを見出すという運動をさしてヒューマニズムというようにもなります。大事なことは、 うした人間らしい生き方を目指すということにその根底があると考え
　　　
本学において人間主義がどのような意義をもつかということですが、創立者はいたるところで人間主義について語
られています。創価大学でこれからの一人ひとりの人生、あるいは世界の基礎となるべきものの らえ方 つまり人間学を教員も、学生もともに深め磨きゆくことで、希望ある未来を築いていきたいものです。とりわけ人間学科で学習は、本学にとっても大きな意味をもっている いえ ないでしょ か。
（二〇一七年一月一〇日
 インタビュー）
